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十
二
月
例
會

　
　
京
都
市
吉
田
町
田
中
通
、

　
　
な
開
き
、
左
の
講
演
の
後
、

　
　
ま
す
。

　
　
　
「
星
の
種
類
」
　
　
助
敏
授
山
本
　
一
清
氏

　
右大
正
＋
年
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万
二
＋
四
日
　
天
丈
同
好
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岡
山
講
習
會

愈
々
御
多
少
賀
し
奉
b
ま
す
、
扱
左
記
の
要
領
で
胆
嚢
會
を
開

催
致
し
ま
す
、
何
分
天
女
學
に
回
す
る
講
脅
會
は
岡
山
縣
に
於

て
最
初
の
試
み
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
卒
奮
っ
て
御
申
込
の
上

科
學
の
精
華
た
る
知
識
を
得
ら
る
、
ε
同
時
に
桁
紳
修
養
上
に

資
せ
ら
れ
ん
こ
ε
を
切
望
致
し
ま
す
。

　
　
告

　
　
　
　
　
二
十

來
る
＋
二
月
麗
■
旦
土
曜
午
後
七
時
、

　
　
京
都
帝
國
大
罪
學
生
馴
會
三
一
1
1
於
い
て
、
例
會

　
　
　
ス
ト
ー
ヴ
々
圃
ん
で
、
天
交
の
懇
談
を
致
し

大
正
＋
年
＋
一
月

　
　
　
　
記

一
、
會
場
　
岡
山
市
丙
山
下

二
、
期
間

三
、
題
目

四
、
講
師

五
、山
ハ
、
申
込
期
限
　
下
さ
い

七
、
申
込
所

　
　
　
　
　
　
叉
ば

京
都
天
文
憂
内

主
催
天
子

同
好
會

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
山
市
立
商
業
學
校

　
　
　
大
正
十
年
†
二
月
二
十
大
“
か
ら
二
十
九
口
迄
四
“
問
午
前
中

　
　
　
『
實
際
天
文
學
」

　
　
　
京
都
帝
國
大
學
助
教
授
艶
話
士
　
山
　
本
　
　
一
　
澁
椚
君

會
費
金
壼
圓
五
拾
銭
也
但
し
天
文
同
好
會
負
ば
隻
爵
也

　
　
　
　
　
大
正
＋
年
＋
二
月
二
十
日
迄
に
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
ん
で

　
　
　
　
　
岡
山
市
門
田
二
＋
蕃
蔽
好
鉱
岡
山
支
部
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議論新刊畿新

　
　
　
　
観
測
部
設
置

軍
な
る
星
の
眺
め
よ
り
一
歩
進
ん
で
研
究
的
貢
献
を
な
さ
ん

た
め
、
本
會
は
観
測
掛
指
導
の
下
に
來
る
十
二
月
か
ら

　
　
（
こ
流
星
部
　
部
長
中
村
要
氏

　
　
（
ご
）
墜
光
星
部
　

部
長
山
本
幅
清
氏

の
二
部
を
置
き
、
議
員
中
の
熱
心
家
を
募
っ
て
部
員
幽
し
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
カ
　
　
へ

す
。
部
員
は
部
費
ε
し
て
一
ヶ
月
金
五
拾
銭
を
納
め
る
義
務

が
あ
り
ま
す
、
其
の
代
り
、
實
際
親
測
上
、
部
長
の
熱
心
な

指
導
を
受
け
、
又
必
要
な
る
印
刷
物
品
を
給
せ
ら
れ
、
街
無

代
で

　
　
ブ
レ
ラ
ン
（
切
戸
旨
①
砕
ぎ
）
　
　
　
不
規
則
な
機
刊
物

の
配
布
を
受
け
る
特
典
が
あ
り
ま
す
。
此
の
プ
レ
ナ
ソ
は
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
も

界
の
獲
行
を
待
て
な
い
至
急
報
で
、
必
要
に
恋
じ
月
に
…
幾
度

で
も
獲
行
し
、
流
星
や
攣
光
星
の
み
な
ら
す
、
彗
星
の
獲
見

や
、
遊
星
恒
星
の
實
際
魏
測
や
、
偉
其
他
、
學
界
の
最
近
乱
暴

を
傳
へ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
但
し
此
の
ブ
レ
ク
ソ
は
全
部

む
　
　
　

英
丈
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
部
員
は
其
の
資
格
ε
し
て
中
藍
第

三
年
級
程
度
の
英
語
を
卒
業
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
若
し
親
測
部
員
で
な
く
て
、
プ
レ
・
ブ
ソ
を
讃
み
た
い

人
は
、
や
は
り
毎
月
五
拾
銭
を
彿
．
つ
て
下
さ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
）
　
　
希
望
者
は
往
復
ハ
ガ
キ
で
申
込
ん
で
下
さ
い
。

大
正
峯
九
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二
＋
吾
　
天
上
同
好
會

大
正
十
年
十
二
月
一
一
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報
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馨
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テ
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目
引
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回
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好
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編
輯
室
よ
り

　
我
が
「
天
界
」
も
、
ε
に
か
く
之
れ
で
第
一
巻
な
終

る
こ
ピ
に
し
ま
す
。
印
刷
所
の
都
合
が
悪
し
く
て
、

今
卑
の
前
信
期
の
編
輯
成
績
は
、
め
ち
ゃ
く
で
あ

り
ま
し
た
。
熱
心
な
讃
者
諸
氏
か
ら
御
壷
告
や
御
叱

り
た
度
々
頂
毒
ま
し
六
。
此
等
ば
三
つ
㌦
し
ん
で
御

受
け
申
し
ま
す
。
そ
し
て
來
年
か
ら
ば
手
落
ち
の
な

い
や
う
に
致
し
ま
す
▲
此
の
號
か
ら
女
の
二
三
號
に

わ
た
っ
て
、
山
本
氏
の
ア
イ
ン
シ
タ
イ
y
相
封
原
理

な
載
ぜ
ま
ず
。
事
柄
は
世
間
で
評
剣
の
通
り
、
す
い

ぶ
ん
㎝
難
解
の
も
の
で
す
悼
か
、
此
の
衣
は
な
ろ
。
ヘ
ノ
、
卒

易
に
孫
い
て
あ
り
ま
す
。
叉
、
少
し
づ
＼
讃
ん
で
、

ゆ
っ
く
り
ざ
全
膿
の
理
論
為
了
解
し
て
頂
く
や
う
、

原
稿
の
分
量
受
小
出
し
に
し
ま
し
た
。
多
分
、
來

年
二
月
號
で
完
結
し
ま
ぜ
う
。
交
章
が
簡
結
で
あ
り

ま
す
が
、
か
な
使
ひ
一
字
く
ま
で
も
注
意
し
れ
丈

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
濁
音
符
の
有
無
ま
で
、
よ
く

匠
別
し
て
翫
ん
で
頂
け
ば
、
誰
に
も
わ
か
ろ
ご
思
ひ

ま
す
。
ム
巻
頭
に
は
ア
イ
ン
シ
タ
イ
ン
教
授
の
最
近

の
省
像
，
な
掲
げ
ま
し
プ
。
A
本
號
に
始
め
て
書
い
て

頂
い
た
川
崎
氏
に
、
誠
に
、
落
付
い
れ
、
情
昧
の
…
豊

つ
た
り
ご
し
た
筆
付
に
感
心
さ
ぜ
ら
れ
ま
す
。
護
ん

で
み
ろ
丙
に
之
れ
に
科
學
者
の
か
い
た
科
學
的
の
記

事
で
は
な
く
・
熱
し
た
藝
術
作
品
為
よ
ん
で
み
ろ
や

う
な
氣
が
し
ま
す
。
泣
き
黒
い
や
う
害
し
ん
み
り

こ
し
た
氣
持
で
、
故
バ
ー
ナ
ム
氏
の
追
想
々
た
ご
る

や
・
つ
で
す
1
今
更
、
バ
ー
ナ
ム
の
死
な
悼
む
心
為

新
た
に
し
ま
Y
。
同
時
に
吾
々
は
、
こ
㌧
に
名
説
家

た
一
人
蛮
見
し
た
窮
ん
喜
び
ま
す
。
△
中
村
要
氏
の

熱
心
な
親
測
に
遂
に
報
に
れ
ま
し
た
。
＋
一
月
三
日

の
夜
、
氏
が
や
っ
た
新
愛
光
星
の
了
見
1
1
・
氏
の
名

恐
口
ば
か
り
で
な
く
、
我
が
日
本
の
天
女
學
界
の
凄
め

の
稀
な
攻
獲
で
あ
り
ま
す
。
ム
一
昨
年
以
來
、
京
都

大
學
気
受
蔓
の
鞍
骨
二
っ
て
、
毎
年
一
つ
づ
㌦
新
登

見
が
世
昇
に
蛮
表
ぜ
ら
れ
ろ
の
に
愉
快
な
事
で
す
。

事
務
室
に
て

　
別
品
に
報
告
し
た
通
り
、
今
年
総
會
の
席
上
、
會

愛
納
入
に
持
し
て
・
規
則
の
改
正
が
行
は
れ
ま
し
た

こ
う
ぞ
、
會
員
諸
氏
は
、
今
後
、
牛
ケ
年
な
り
、
一
ケ

年
分
な
り
の
會
費
な
ま
ミ
め
て
、
な
ろ
べ
く
振
替
貯

金
で
逡
っ
て
下
ざ
い
。
難
問
に
封
ず
る
前
金
挑
込
こ

し
て
。
－
i
若
し
特
別
な
事
情
に
よ
ら
ず
し
て
官
金

し
て
下
さ
ら
な
い
方
に
は
、
遂
に
難
誌
の
丁
付
為
止

す
か
も
し
れ
ま
ぜ
ん
▲
先
般
の
集
釜
郵
便
の
會
餐
は

皆
、
大
正
十
年
九
月
分
ま
で
の
々
頂
戴
し
た
の
で
す

か
ら
、
念
の
た
め
、
こ
＼
に
申
し
て
置
き
ま
す
。

大
正
＋
年
十
一
月
廿
四
口
　
印
刷

大
正
＋
年
十
一
月
廿
五
日
　
蛮
行

　　

V
界
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＋
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璽
三
千
蓋
五
麟
）

京
都
早
世
大
峰
天
丈
毫
丙

灘
謙
天
　
　
　
　
同
好
會

据
替
貯
金
穴
阪
五
六
七
六
五
香

右
代
表
者

　
　
山
　
本

印
刷
者
　
横
　
田

一

清

秀
　
三

　
京
都
市
柳
馬
場
通
二
條
南
入

印
刷
所
鮒
雌
｛
舐
都
日
出
新
聞
祉
　

喪
捌
所

丸
善
株
式
會
枇

　
東
窟
・
京
都
・
大
阪
・
輻
岡
・
仙
憂

岩

　
波
　
　
書
　
　
店

東
京
市
之
田
匪
南
紳
町
一
六
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補
は
ん
が
た
め
に
特
別
廉
慣
ご
大
勉
強
を
以
っ
て
、
廣
く
江
湖

の
需
要
に
慮
じ
つ
、
あ
り
。
（
目
録
無
代
進
呈
）

「畦

繍

一’Ii
一
精
整

望
蓮
鏡
の
償
は
今
や
戦
前
に
比
し
十
割
の
暴
騰
を
な
せ
り
、

之
れ
一
般
同
好
者
の
堪
ふ
る
所
に
非
す
）
本
宮
は
此
の
欠
陥
を

　猷
一
／

敦倫國英

田會1エトツオ
Manufacturers


